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●小学校で「健康・禁煙教室」が開催されました。 

●中学生が医療従事者へ手作りのシトラスリボン寄贈。 

●「ぬくもりの木」始めました。 

地域医療を守り育てる３か条 

１．かんしん（関心）持とう。 

２．からだづくりに取り組もう。 

３．かんしゃ（感謝）の気持ちを伝えよう。 
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 病院応援団で呼びかけしている感謝

のメッセージ。 

 用紙と投函箱は、市立稚内病院１階

の受付からエレベーターに続くホール

に設置しています。たくさんのメッ

セージをお待ちしています。 

  引 き 続 き お 待 ち し て い ま す！           

感謝のメッセージ 

わっかない～ね！の表紙や中面などに利用する写真を

引き続き募集しています！稚内らしい風景などの写真

がありましたら、ぜひ事務局までご連絡ください。 

現在の応援団数 

 延べ20,733人（48団体含） 

現在までの感謝のメッセージ数 

 1,125通（R4.2月末） 

稚内市の医療と健康、まちづくりの応援情報誌 

新応援団長を紹介します  
 

 医療とまちづくり応援団の新

病院応援団長に中村喜人さんが

就任しました。 

 
新応援団長より 

 昨年７月に急逝された田中団長のもとで平成28年6月から一緒

に市立稚内病院で応援メッセージの取り組みをしてきました。現

在の医療は、医療従事者の自己犠牲の上に成り立っているといっ

ても過言ではありません。特に医師の数は人口比で全道平均の半

分以下、宗谷は道内で一番医師の数が少ない地域です。365日

24時間、住民の生命を守る医師・看護師等の必死の努力を私たち

一人ひとりが理解し支えていくことで、一人でも多くの医師がこ

の地で気持ちよく働いていただけるようになればといつも田中団

長と思いを共にしてきました。身体の続く限り彼の遺志をつない

でいければと思っています。 

病院応援団２代目団長 中村 喜人さん 

▲稚内市保健福祉センター前庭での旗波運
動の様子（令和3年10月） 

『ぬくもりの木』始めました 
メッセージを書いた 花や葉でいっぱいに！ 

 

 昨年７月より、新たに『ぬく

もりの木』という活動を始めて

います。 

 これは、来院された方に、花

や木の形のカードにメッセージ

を記入して『ぬくもりの木』に

貼ってもらい、メッセージで彩

られた木にしようという取り組

みです。 

 市立病院の１階ロビーに設置

しています。ぜひ、皆さんの

メッセージでいっぱいに！ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲稚内港小学校３年生の授業の様子 

▲たばこの害について解説する坂牧医師 

 

   

 

地域医療の充実へ尽力！  

「病院の先生へ激励のメッセージを送っ

てください！」市立稚内病院の待合室で聞

いたことがある方、たくさんいらっしゃる

と思います。この声の主、田中俊美さんが

令和３年７月９日71歳で急逝されました。

医療とまちづくり応援団の病院応援団初代

団長であり、「地域医療を考える稚内市民

会議」発足のきっかけを作ってくださった

方です。 

田中さんが「市立病院の応援団長になります！」と國枝院長のも

とを訪れたのは、平成25年４月。それから間もなくして医師や医療

従事者への激励メッセージの活動を始めました。 

当時から稚内（宗谷）は、深刻な医師不足が続いていて、人口あ

たりの医師数は全道最下位。その中で働く医師たちの毎日はまさに

激務。しかし、医師や病院に対する批判は少なくありませんでし

た。このままでは常勤医が減り続けてしまう…「医療は地域の命

綱」と考える田中さんは、この状況に危機感を抱き、激励メッセー

ジの取組みを始めました。毎週１回、待合室で続けたこの活動でこ

れまでに集まったメッセージは、1,100通に上ります。 

このような病院応援が発展して稚内市と友の会が協力して平成 

28年に「地域医療を考える稚内市民会議」が発足。田中さんは病院

応援団長に就任し、地域医療充実への強い熱意でいつも応援団を

引っ張ってくださいました。 

 亡くなる数日前には、来院した方た

ちのメッセージカードで木々に葉を実

らせようという「ぬくもりの木」活動

を新たに始めたばかり。まだこれから

という時で残念でなりません。 

 田中さん、本当にありがとうござい

ました。これからは、私たち応援団で

田中さんの思いを繋いで前に進んでい

きましょう。 

       

  

 

応援団長 田中さん ありがとうございました  

 子どもたちが医療に関する仕事に触れ、夢を持って育ってほしいとい

う願いから取り組んできた「医療探検講座」等の様々な活動ですが、昨

年度に引き続き今年度も新型コロナウイルス感染症の影響で残念ながら

全て中止となってしまいました。 

 また、『地域医療を考える稚内市民会議』についても、２年連続開催

できませんでした。 

 次に開催された際には、本誌でご紹介する予定ですのでお楽しみに！ 

 

 当初２０２０年に稚内で開催が予定されていた「健康のまちづくりサミット」。新型コロナウイルス感染症の影響で延期となっていまし

たが、２０２２年にいよいよ開催予定です。無事に開催して本誌次回号でその様子をお伝えできることを願って… 

 

 

 

※「健康のまちづくりサミット」は、全国の自治体で取り組まれている健康増進活動やまちづくり政策について情報共有を目的に開催。 

検索 健康のまちづくり友好都市連盟 

いよいよ開催へ！ 

▲稚内市役所庁舎前 

（令和4年3月31日まで設置予定） 

 
２回目の開催 

 

医療従事者の皆さん、そしてコロナ禍

の中でがんばる全ての皆さんに向けて

稚内市役所庁舎前に懸垂幕を設置しま

した。 

これからも引き続き感染予防にご協力

をお願いいたします。  

日々の感染予防を 

心掛けてくださっている皆さんへ 

   今年度も残念ながら中止 

     ―未来の医療従事者の育成を目指す事業― 

      ―地域医療を考える稚内市民会議等― 

 昨年度に引き続き、市内の小学校で「健康・禁煙教室」を実施。道北勤

医協宗谷医院副院長（当時）坂牧勉医師を講師に、今年度は港小３年生が

たばこの害について学びました。 

 坂牧講師は、「たばこに含まれる有害物質は、がんだけではなく様々な

健康障害の原因になること」、「副流煙にはより多くの有害物質が含まれ

ていること」、「吸い始めたらなかなかやめられなくなること」など、画像等を用いながら、たばこが

心と体に及ぼす影響をわかりやすく解説しました。 

 授業を終えて、児童たちからは「たばこの害がわかりました。大人になってもたばこは吸いません」

「たばこの怖さがわかりました」などの感想が寄せられました。 

 小学生のうちから、たばこについて学び、知識を得ることは大切です。この健康教室が、自分や家族、周りの人の健康について考えるき

かっけとなってくれるといいですね。  

シトラスリボンプロジェクトとは 

 コロナ禍で生まれた差別や偏見を耳

にした愛媛の有志が始めたプロジェク

ト。シトラス色（柑橘系）で作る３つ

の輪でできたリボン型のロゴは、「地

域・家庭・職場（学校）」を表してい

ます。新型コロナウイルス感染症に感

染した人やその家族、医療従事者への

差別や偏見をなくし、みんなが暮らし

やすいまちを目指すこの取組は、全国

に広がっています。  

 令和３年11月19日、潮見が丘中学校の生徒が市

立稚内病院を訪れ、國枝院長へ手作りの『シトラ

スリボン』100個を贈りました。 

 これは、この活動に積極的に取組む女子生徒と

友人たちが作成したもので、身に着けやすいスト

ラップ型。コロナ禍による差別や偏見をなくそう

というこの取組みのメッセージのほか、医療従事

者への感謝のことばが書かれたカードが付いてい

ます。この日寄贈されたシトラスリボンは後日、

医師などの医療従事者へ贈られました。  

   小学校で「健康・禁煙教室」 

  潮見が丘中の生徒が市立病院へ 

          『シトラスリボン』寄贈  

▲メッセージの呼びかけをする田中さん（右）と
新応援団長の中村さん（左）H28.6撮影 

 田中 俊美さん 

健康のまちづくりサミットｉｎ 稚内 

詳しくは、こちらで検索 

  新型コロナウイルスワクチン予防接種 
     ３回目・小児用（5～11歳）始まっています 

 昨年12月から医療従事者への接種が開始された新型コロナワクチン予

防接種の３回目接種。稚内市では、２月から稚内市保健福祉センターで

の集団接種、各医療機関での個別接種が始まっています。 

 また、３月からは小児用(5歳～11歳)ワクチン

の医療機関での個別接種が行われています。 

 接種には事前予約が必要です。予約は医療機関

ではなく、稚内市のワクチン接種実施本部へ。詳

しくは稚内市のホームページをご覧ください。 
 

【問い合わせ先】 
稚内市新型コロナウイルスワクチン接種実施本部 
ＴＥＬ：０１６２－２３－２７００ 

▲稚内市保健福祉セン
ターでは、集団接種を
４月中旬まで予定して
います。 


